
グローバルＣＯＥプログラム委員会委員の選考に関する規程

平成１８年１０月１日

理 事 長 裁 定

（設置）

第１条 公正でより透明性の高い審査体制を確立するため、独立行政法人日本

学術振興会（以下 「振興会」という ）に、グローバルＣＯＥプログラム委、 。

員会委員を選考するためのグローバルＣＯＥプログラム委員会委員選考会議

（以下 「選考会議」という ）を置く。、 。

（組織）

第２条 選考会議は、委員１５人以内で組織し、次に掲げる者をもって構成す

る。

一 振興会理事長

二 独立行政法人大学評価・学位授与機構長

三 財団法人大学基準協会長

四 日本私立学校振興・共済事業団理事長

五 その他専門の事項に関し学識経験のある者

（選考対象）

第３条 選考する委員数は、独立行政法人日本学術振興会グローバルＣＯＥプ

ログラム委員会規程（平成１８年１０月１日 規程第１７号）第２条の規定

に基づき、３０人以内とする。

（守秘義務）

第４条 選考会議に関する資料の内容、選考経過等、選考に係る事項について

は他に漏らしてはならない。

（選考方法）

第５条 選考会議は、選考会議委員の他、振興会学術顧問、学術システムセン

ター所長及び副所長等から広く候補者の推薦を求め、委員を選考する。

（選考方針及び留意事項）

第６条 グローバルＣＯＥプログラム委員には、次に掲げる者を加えるものと



する。

一 振興会理事長

二 独立行政法人大学評価・学位授与機構長

三 財団法人大学基準協会長

四 日本私立学校振興・共済事業団理事長

五 その他専門の事項に関し学識経験のある者

第７条 前条第５号のグローバルＣＯＥプログラム委員は、国際的な教育研究

活動等の実績又は大学改革等に意欲と理解を有し、かつ、以下のいずれかの

要件を満たす者の中から選考する。

一 大学等の教育研究活動及び運営に関し、豊富な経験と高い識見を有する

者

二 大学等において教育研究又は運営等に従事し、高い学問的業績及び識見

を有する者

三 教育学術に広くかつ高い識見を有する者

第８条 選考会議における委員の選考に当たっては、多様な観点から審査の公

正性を確保するため、以下の事項に留意するものとする。

一 大学関係団体（社団法人国立大学協会、公立大学協会、日本私立大学団

体連合会）の代表者等を加えることとする。

、 。二 大学共同利用機関法人 独立行政法人研究所の長等を加えることとする

三 経済界、マスコミ関係者を加えることとする。

四 中央教育審議会大学分科会及び科学技術・学術審議会学術分科会の委員

・臨時委員を加えることとする。

五 大学関係者と大学関係者以外の有識者とのバランスに留意すること。

六 大学関係者については、国立、公立、私立のバランスに留意すること。

七 性差、地域性、年齢構成（原則、７０歳以下とする。ただし、特別の事

情がある場合には、この限りでない ）のバランスに留意すること。。

（その他）

第９条 この規程に定めるもののほか、選考会議の運営に関し必要な事項は、

別に定める。

附 則

１ この規程は、平成１８年１０月１日から施行する


